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令和２年 第１回通常総会議事録 

 

 

１ 日  時  令和２年２月２８日（金）午後１時２７分～午後２時４４分 

 

２ 場  所  日赤会館 ３階会議室 

 

３ 出  席  和 歌 山 県    和 歌 山 市    橋 本 市 

        有 田 市    御 坊 市    紀 美 野 町 

  紀 の 川 市    岩 出 市    高 野 町 

  広 川 町    有 田 川 町    美 浜 町 

  日 高 町    由 良 町    み な べ 町 

白 浜 町    す さ み 町    那智勝浦町 

 太 地 町    古 座 川 町 

  和歌山県医師国保組合  和歌山県歯科医師国保組合 

  紀和薬剤師国保組合 

  

４ 書面出席  海 南 市    田 辺 市    新 宮 市 

        かつらぎ町    九 度 山 町    湯 浅 町 

        日 高 川 町    印 南 町    上 富 田 町 

         串 本 町    北 山 村 

 

５ 事 務 局  事務局長・事務局次長・参事・総務課長・電算介護課長・審査 

      第１課長・審査第２課長・総務課 庶務係長 

 

 

 

司会 

定刻より少し早いですが、皆様お揃いになりましたので、ただ今より令和２年 

第１回通常総会を開催いたします。本日の総会の出席状況ですが、ご出席いただ

いております会員さんが２３名、所用のため書面により審議に加わっていただい

ております会員さんが１１名となっており、過半数に達しておりますので、総会

が成立することを報告させていただきます。 

開会にあたり、中芝理事長よりご挨拶を申し上げます。 
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理事長 

  本日、令和２年第１回通常総会を開催いたしましたところ、皆様方には、大変 

お忙しい中、ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

また、平素は本会の事業運営に対しまして、格段のご支援とご協力を賜り、厚

くお礼申し上げます。 

さて、国においては、人生１００年時代の到来を見据え、昨年９月、「全世代型

社会保障検討会議」を設置し、社会保障全般にわたる改革の議論を進めていくこ

ととしております。この改革では、健康寿命の延伸が重要視されており、今後、

保険者には、予防・健康づくり事業の一層の推進が求められることになります。 

また、昨年５月に成立した改正健康保険法において、「オンライン資格確認の導

入」や「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」、「審査支払機関の機能強化」

などが盛り込まれ、連合会が果たす役割も、これまで以上に重要になると考えま

す。 

本会といたしましては、国保を取り巻く情勢の変化に迅速かつ確実に対応する 

とともに、基幹業務である審査支払業務の更なる充実・強化をはじめ、各種共同 

事業や、国保データベースシステム等を活用した保健事業などについても、これ 

まで以上に、積極的に取り組んでまいる所存でございます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

結びに、本日ご審議いただきます案件は、先にご案内いたしましたとおり、令 

和元年度補正予算、令和２年度事業計画及び予算等でございます。この後、事務 

局から説明いたしますので、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたしまし 

て、簡単ではございますが、ご挨拶といたします。 

 

司会 

ありがとうございました。 

続きまして、祝電をいただいておりますので、ご披露させていただきます。 

 

  和歌山県国民健康保険団体連合会通常総会のご開催を心よりお慶び申し上げま 

 す。関係各位のご尽力に深く敬意を表しますとともに、貴会のますますのご発展 

 と、ご参集の皆様のご健勝とご多幸を祈念いたします。 参議院議員 鶴保庸介 

 

  以上、鶴保様の祝電を披露させていただきました。 

次に、議長の選出でございますが、慣例により司会者よりご指名させていただ

いてよろしいでしょうか。 

 

一同 

（異議なし） 
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司会 

ありがとうございます。異議なしとのことでございますので、議長は中芝岩出 

市長さんにお願いいたしたいと思います。中芝市長さん議長席へお願いします。 

 

議長 

ご指名をいただきましたので、議長を務めさせていただきます。 

議事進行に、ご協力の程お願いいたします。 

それでは議事に入ります。報告第１号「規程の制定について」事務局から報告

いたします。 

 

事務局 

お手元に附議事項を要約した「説明要旨」を参考までにお配りしておりますが、

本日は附議事項本体で説明させていただきます。 

 

報告第１号 規程の制定について 

記載しております２つの規程を理事会において制定いたしましたので報告いた

します。 

 

和国保連規程第１号 職員服務規程の一部を改正する規程 

いずれも育児・介護休業法の改正に伴うもので、第３７条第２項では、子の看

護休暇及び介護休暇が半日単位で取得可能となったことから、１日又は１時間単

位の取得を可能とする規定を新たに設けることといたします。次に第３９条第１

項では、介護休暇での祖父母・兄弟姉妹・孫に係る同居かつ扶養の要件を削除す

るとともに、第２項第３９条の２第１項も同様ですが、介護休暇の期間及び介護

時間を定める際の要件のうち「１要介護状態毎」とあった文言を削除いたします。

また、同じく第３９条の２第２項では、介護時間について取得可能な時間帯及び

時間単位を新たに定めることといたします。 

さらに、第３９条の３と第４７条の２では、介護・育児それぞれにハラスメン

トの防止のための規定を新設いたします。 

 

和国保連規程第２号 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業規程の一部を 

改正する規程 

後ほど説明いたします手数料にも関係しますが、令和２年度負担金及び手数料

については、昨年９月に国保事務検討委員会を開催し、委員をお願いしておりま

す保険者の課長さん方などからご意見等を伺った上で、１０月に負担金及び手数

料の事務局案をお示しさせていただいたところでございます。 

第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業については、予算不足解消の一環と

して、研修会や広報などの事業経費を、全保険者さんに広くご負担いただくこと
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とし、新たに被保険者割を導入させていただくことを考えております。このこと

による改正で、第１２条ですが手数料を被保険者割と、個別案件処理の費用に充

てる損害賠償金収納額割に区分した上で、被保険者割は前期に当該年度分を一括

して請求することといたします。以上で報告事項の説明を終わります。 

 

議長 

報告第１号について報告いたしましたが、何かご質問等ございませんか。                  

 

一同 

（質問等なし） 

 

議長 

ないようでございますので、次に、議決事項に入ります。議案第１号から議案 

第８号までは、資産の処分及び令和元年度の各会計補正予算についてでございま 

すので、一括議題とすることにご異議ございませんか。 

 

一同 

（異議なし） 

 

議長 

それでは、一括議題とし、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

議案第１号 退職給付引当資産の処分について 

職員２名の退職手当支給に充てるため、積立金額３億７，９４３万１，３４４

円のうち、４，６１６万４千円を処分し、令和元年度一般会計へ繰り入れいたし

ます。 

 

議案第２号 一般会計減価償却引当資産の処分について 

二段駐車場設備撤去に伴う改修のため、積立金額４億２，１７６万８，８２０

円のうち、３３万５千円を処分し、令和元年度の一般会計へ繰り入れいたします。 

 

議案第３号 令和元年度一般会計補正予算について 

退職手当の支給や駐車場改修費用の支払、また一般会計で保有する後期・介護・

障害の各特別会計のひも付き分を、一般会計財政調整積立金に積み立てるための

増額補正となります。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億３２５万８千円を追加し、総額を

５億１，６４６万円といたします。歳入の款５繰入金は、資産の取り崩し分とし
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て目１退職給付引当資産繰入金で４，６１６万４千円、目２減価償却引当資産繰

入金で３３万５千円をそれぞれ増額するとともに、款６繰越金でも２億

５，６７５万９千円を増額いたします。この繰越金のほとんどが、以前より説明

しておりますとおり、法人税の課税問題で平成２６年度に積立金を整理した際、

各特別会計で保有していた従前からの繰越金などを一般会計へ繰り入れた、いわ

ゆる特別会計のひも付き分でございます。 

歳出ですが、款２総務費、項１総務管理費、目２一般管理費で退職手当の支給

に充てるため４，６１６万４千円を、また目４財産管理費で駐車場改修費用とし

て３３万５千円をそれぞれ増額いたします。 

款４積立金、目３一般会計財政調整積立金では、先ほど申し上げた繰越金に含

まれるひも付き分のうち、説明欄に記載の３つの特別会計（後期、介護、障害）

について、それぞれ金額を明確に区分したうえで、一般会計財政調整積立金とし

て積み立てることとし、合計１億６，６１４万３千円を増額いたします。なお、

国保の業務勘定分については、年度始めの資金繰りや今後の歳入不足に備え、今

回積み立ては行わず、当面は現状のまま管理することといたします。 

 

議案第４号 令和元年度診療報酬審査支払特別会計補正予算について 

平成３０年度の消費税納税額が確定したことに伴い、元年度の不足分を各特会

で応分に負担することとし、業務勘定においても増額補正により対応いたします。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７１万８千円を追加し、総額を７億

１，５８１万８千円といたします。歳入の款５繰越金を５７１万８千円増額し、

歳出の款１総務費、項１審査支払管理費で、不足分２２９万４千円を増額いたし

ます。 

 

議案第５号 令和元年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計補正予算について 

 業務勘定ですが、国保と同様に消費税納付分と、ＩＣＴ等を活用した審査支払

業務等の高度化・効率化のための積立資産積立の増額補正となります。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，６１６万１千円を追加し、総額を

８億６，９８０万５千円とします。歳入ですが、款６繰越金を１，６１６万１千

円増額いたします。 

歳出では、款１総務費、項１審査支払管理費で消費税の不足分３７７万８千円

を増額するとともに、款５積立金、目４ＩＣＴ等積立資産では９９９万９千円増

額し、１千万円を積み立てます。ＩＣＴ等積立資産については、７月補正で名目

予算１千円としていましたが、他府県の状況や決算見込みなどを考慮し、国保の

業務勘定を除く後期・健診・介護・障害の４つの特別会計業務勘定で積み立てる

ことといたしました。 
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議案第６号 令和元年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計補正予算に

ついて 

業務勘定ですが、財政調整基金積立資産とＩＣＴ等積立資産を積み増しするた

めの増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９７３万円を追加し、

総額を８，００４万円といたします。 

また、後期高齢者健康診査支払勘定は、被保険者の増加に伴う健診受診者数の

伸びが予想以上に大きかったため、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５千

万円を追加し、総額を３億１千万２千円といたします。 

業務勘定ですが、歳入の款６繰越金を９７３万円増額いたします。歳出では款

２積立金、目１財政調整基金積立資産を１００万円、目４ＩＣＴ等積立資産を

４９９万９千円増額し、それぞれ３００万円と５００万円を積み立てることとい

たします。 

後期高齢者健康診査支払勘定となりますが、歳入の受入金と歳出の支出金で、

それぞれ５千万円増額いたします。 

 

議案第７号 令和元年度介護保険事業関係業務特別会計補正予算について 

業務勘定ですが、消費税や主治医意見書料等の受払、またＩＣＴ等積立資産の

積立に伴う増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，６９９万６

千円を追加し、総額を３億５，１９７万９千円といたします。歳入の款５主治医

意見書料等受入金で８００万円を、款９繰越金で１，８９９万６千円をそれぞれ

増額いたします。 

歳出ですが、款１総務費、項１審査支払管理費で公課費を１４８万５千円、款

５主治医意見書料等支出金で歳入と同額の８００万円を、また款７積立金でもＩ

ＣＴ等の積立資産として９９９万９千円をそれぞれ増額いたします。 

 

議案第８号 令和元年度障害者総合支援法関係業務等特別会計補正予算について 

業務勘定ですが、ＩＣＴ等積立資産の積立のため、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ３９６万９千円を追加し、総額を７，００３万９千円といたします。 

また障害介護給付費支払勘定では、昨年１０月の報酬改定の影響により予算不

足が生じましたので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億円を追加し、

総額を２２２億１，１７０万２千円といたします。 

さらに障害児給付費支払勘定についても、同様に報酬改定の影響により歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億５千万円を追加し、総額を４１億

３，６２５万２千円といたします。事項別明細書をご覧ください。 

業務勘定は、歳入では款６繰越金を３９６万９千円増額し、歳出では款４積立

金でＩＣＴ等積立資産を２９９万９千円増額し、３００万円を積み立てます。 

障害介護給付費支払勘定では、障害介護給付費等の受入金と支出金をそれぞれ

３億円増額いたします。 
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障害児給付費支払勘定でも同様に、障害児給付費等の受入金と支出金で、それ

ぞれ２億５千万円増額いたします。以上、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案第１号から議案第８号まで説明いたしましたが、何かご意見、ご質問等ご 

ざいませんか。       

 

一同 

（質問等なし） 

 

議長 

ないようでございますので、議案第１号から議案第８号まで原案のとおり可決

することにご異議ございませんか。 

 

一同 

（異議なし） 

 

議長 

議案第１号から議案第８号まで、いずれも原案のとおり可決いたしました。 

次に、議案第９号から議案第３０号までは、令和２年度の事業計画並びに各会計 

予算等についてでございますので、一括議題とすることにご異議ございませんか。 

 

一同 

（異議なし） 

 

議長 

それでは、一括議題とし、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

議案第９号 令和２年度事業計画について 

１最近の情勢ということで、国保連合会を取り巻く情勢等について大きく５点

挙げさせていただいております。 

一つ目の医療保険制度等をめぐる動きでは、平成３０年４月の国保制度改革に

より、国保運営の在り方の見直しと財政基盤強化が講じられましたが、令和元年

５月に可決・成立した改正健保法においては、オンライン資格確認の導入や高齢

者の保健事業と介護予防の一体的実施などが盛り込まれ、今後順次施行されるこ

ととなります。 

さらに、昨年設置された「全世代型社会保障検討会議」では、健康寿命の延伸
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が重要課題のひとつとして挙げられており、今後、医療保険者には予防・健康づ

くり事業の一層の推進が求められてきます。 

二つ目の保険者機能発揮によるデータヘルスの推進では、高齢者人口がピーク

を迎える２０４０年頃を見据え、医療保険者においてもレセプトや健診の情報等

を活用したデータ分析に基づき、効果的・効率的な保健事業を実施することが強

く求められています。 

国保連合会では、既にＫＤＢシステムを運用して保険者機能の強化を支援して

いますが、今後も引き続きデータヘルス改革の動向やＩＣＴ化の進展等も踏まえ

つつ、新たな取り組みにも的確に対応する必要があります。 

三つ目のオンライン資格確認の導入では、令和３年３月からマイナンバーカー

ドや被保険者証を用い、診療時にリアルタイムで資格照合等ができることとなる

ため、加入する保険者が変わっても新たな健康保険証の発行を待たずに受診でき

るほか、過誤請求やこれによる保険者の未収金が大幅に減少すること等が期待さ

れています。 

また、オンライン資格確認等システムには、マイナポータルを活用して特定健

診や医療費・薬剤の情報を被保険者等に提供する仕組みが整備されることとなり

ます。 

四つ目の審査業務の充実・高度化への対応では、支払基金では、新しい審査支

払システムの開発や審査基準の統一、組織の見直しといった改革に取り組んでお

り、改正健保法の成立により、今後これらが加速度的に進められていくこととな

りますが、国保連合会においても「国保審査業務充実・高度化基本計画」に基づ

き、審査基準の都道府県間の差異解消等に取り組んでいるところです。 

支払基金改革の動向は、国保連合会の業務や組織の在り方にも大きな影響を及

ぼすものであり、今後も国保中央会と国保連合会が一体となり、審査支払業務改

革に取り組んでいくことが必要となります。 

五つ目の介護保険制度をめぐる動きでは、介護給付費が著しく伸び続けている

中、平成３０年の法改正で自己負担額の見直し等の措置が講じられたほか、令和

３年度に向けては高額介護サービス費制度の自己負担額引き上げの検討が行われ

ています。またこれと併せ、地域包括ケアシステムを更に深化・推進させた上で、

予防や健康づくりを強化することとしています。 

国保連合会には、これまで培ってきた知識やデータを活用して、予防・健康づ

くりの取り組みを支援することが求められています。 

 

これら最近の情勢を踏まえ、２事業運営ですが、令和２年度においては特に以

下の６つの基本方針に基づき、事業運営に努めてまいります。 

（１）国保データベース（ＫＤＢ）システムの更なる活用促進と医療費等デー

タ分析事業の充実では、保健事業においては、地域の状況把握や対象者の抽出、

事業評価等を適正に行うため、ＫＤＢシステムの活用が推奨されています。この
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ため本会では、引き続き機能の充実に努めるとともに、実機を用いた研修会を新

たに開催するなど、保険者でのＫＤＢシステムの更なる活用促進を図ってまいり

ます。併せて、医療費等分析業務に従事する本会職員のスキルアップにも引き続

き取り組むことにより、データ分析事業の充実に努めてまいります。 

（２）保健事業の推進では、保険者が保健事業をデータ分析に基づくＰＤＣＡ

に沿って効果的に展開できるよう、保健事業支援・評価委員会による助言等を中

心とした支援に引き続き取り組んでまいります。特に令和２年度は、第２期デー

タヘルス計画の中間評価時期となることから、計画的かつ効率的に支援してまい

ります。 

さらに、令和２年度から本格実施となる高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施への支援では、高齢者の保健事業セミナーを開催するなど、医療・保健・介

護一体となった効果的な事業の推進に貢献してまいります。 

（３）審査業務の充実・強化では、令和２年度の診療報酬改定に向け、改定内

容の習得並びに職員間での共有を図るとともに、コンピュータチェック機能に確

実に反映させるなど、的確に対応してまいります。 

また、審査支援システム等の有効活用や審査情報を審査委員と共有することで、

効果的かつ効率的な審査事務共助に努めるとともに、引き続き審査基準の統一を

進め、適正かつ公平な審査の実現に取り組んでまいります。 

（４）基幹系システムの安定運用及びオンライン資格確認の運用開始に向けた

対応では、引き続き基幹系システムの安定運用に努めるとともに、オンライン資

格確認の運用開始に向け、国保総合システムとオンライン資格確認システム等と

の連携のための各種システム改修を段階的に進めるほか、国保情報集約システム

についても資格情報の連携テストを確実に行い、円滑稼働を実現してまいります。 

（５）第三者行為求償事務の充実では、専門的な知識、経験を生かし、損保会

社等との過失交渉や第三者行為の対象・疑いレセプトの抽出等に取り組んでまい

ります。併せて、本会への委託件数の拡大を図るため、求償事務の相談・助言や

研修事業に取り組むとともに、被保険者に対しては広報事業を通じ、効果的に傷

病届提出義務を周知してまいります。 

（６）介護保険・障害者総合支援システムの安定運用及び障害介護給付費等審

査業務の効率化の推進では、令和２年５月に稼働予定の介護保険審査支払等シス

テム及び障害者総合支援給付審査支払等システムの安定運用に努め、介護給付費

等の適正化と保険者事務の効率化を推進してまいります。 

また、障害者介護給付費等審査業務においては、一次審査による警告・エラー

への対応の際、本会に登録されている台帳情報や請求情報を市町村においても参

照できる仕組みを新たに構築し、審査業務の効率化を推進してまいります。 

 

３事業の概要については、昨年度と変更のある箇所など、主なところのみ説明 

させていただきます。 



 10 

（１）一般事業のイの協議会に関することでは、保険者における国保事業の円

滑な運営に寄与するため、各種会議を開催するとともに、関係諸会議に出席いた

します。なお、例年８月、国保中央会主催で東京都において開催されます「全国

国保主管課長研究協議会」及び「健康なまちづくりシンポジウム」については、

毎年保険者の皆様に出席をいただいているところですが、令和２年度は東京オリ

ンピック・パラリンピックの開催に伴い、会場や宿泊場所の確保に困難の生じる

ことが予想されることから、早々に開催中止が決定しており、事業計画からも除

いております。 

ウの広報宣伝に関することでは、保険者への国保情報の提供や広報活動支援の

ため、記載の事業を行います。なお、今年度の本会のマスコットキャラクターを

正式に設定いたしましたが、その際には、名前を保険者の皆様に募集させていた

だき、多数のご応募をいただいたところでございます。おかげをもちまして「わ

かみん」という名称に決定し、特許庁にも無事情報提供を行うことができました。 

今年度は、このキャラクターをプリントしたイベント用ジャンパーを作成し、

ねんりんピックに着用したほか、新たに自動車用マグネットシートの作成を予定

しております。２年度についても貸出用として「のぼり旗」を作成するなど、広

報事業に活用してまいりたいと思います。 

エの調査、研究に関することですが、（ア）国保事務検討委員会の開催では、市

町村の課長さんや国保組合の事務長さん、また県国保課の班長さんで構成する委

員会を開催し、本会が実施する各種事業の方向性や諸問題について、調査検討を

いただきます。 

オの事業振興に関することでは、（ア）国保制度改善強化全国大会へ参加すると

ともに、（イ）全国大会に合わせ、政府や国会に対して陳情を行います。なお、和

歌山県では、毎年全国大会に先立ち、本会理事長をはじめとした役員さん方によ

り、本県選出国会議員に対して陳情を行います。令和２年度の全国大会について

は、令和２年１１月１３日（金）の１３時から、砂防会館にて開催される予定と

なっております。 

カ保健事業に関することの（ア）国保データベース（ＫＤＢ）システムを活用

した保健事業の支援では、先ほども申し上げましたが実機を用いた研修会を開催

いたします。また、（ウ）糖尿病性腎症重症化予防セミナーや（エ）高齢者の保健

事業セミナーを開催いたします。 

（２）国保診療報酬等に関する事業のア審査業務に関すること及びイ支払業務

に関することは元年度と変更はありませんが、ウのシステム機器更改に関するこ

とでは、レセプトオンライン請求システム及びデータ集配信システムの機器更改

に当たり、データ移行や運用テスト等を行ってまいります。 

②共同処理業務のア保険者事務共同処理に関することの（ウ）国保情報集約シ

ステムで行う業務では、被保険者資格情報の集約や管理業務等に加え、先ほど基

本方針でも申し上げましたが、ｄオンライン資格確認等システムに対応するため
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の連携業務を実施いたします。 

上から３つ目の枠、オのオンライン資格確認等システムに関することでは、オ

ンライン資格確認等システム構築に係る各種システムとの連携及び運用並びに保

険者等との調整といった業務を行います。 

⑤風しん抗体検査等費用に関する業務については、元年度から新たに取り組ん

でいる業務ですが、２年度についても費用の迅速かつ正確な支払に努めてまいり

ます。 

（３）後期高齢者医療診療報酬に関する事業及び（４）特定健康診査等事業に

ついては、元年度と変更ありませんので、説明は割愛させていただきます。 

（５）第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業についても特に今年度と変更

はありませんが、アの第三者行為損害賠償求償事務に関することでは、引き続き

専門性を発揮しつつ記載の業務を行うほか、イの研修会・広報に関することでは、

保険者事務の効率化や傷病届の提出促進に取り組んでまいります。 

（６）介護保険事業及び（７）障害者総合支援事業については、元年度と変更

ありません。事業計画については、以上となります。 

 

議案第１０号 令和２年度負担金及び手数料について 

先ほど触れましたが、昨年１０月に事務局案をお示しさせていただいており、

その後変更はございませんので、元年度と変わったところのみ説明させていただ

きます。 

国保情報集約システム手数料ですが、令和２年度の手数料単価の対象となる平

成３１年４月末の被保険者数が前年より減少したことにより、１人当たり１年に

つき１２円引き上げさせていただき、２６１円３０銭といたします。 

６損害賠償金求償事務手数料ですが、規程の一部改正のところでも申し上げた

とおり、研修や広報事業などに要する経費については、保険者さんに広く負担を

求めるため、新たに被保険者割を設けることとし、２年度は被保険者数１人当た

り１年につき１８円８６銭をご負担いただきます。私からの説明は以上です。 

 

事務局 

私からは、議案第１１号から議案第３０号、令和２年度各会計予算と一時借入

金についてまで説明いたします。 

附議事項とは別に、複式の収支予算書を参考までに作成してお配りしておりま

すが、説明は附議事項でいたします。 

 

議案第１１号 令和２年度一般会計予算について 

歳入歳出予算の総額は１億６，７６４万３千円といたします。元年度に計上し

ていましたＫＤＢシステムの機器更改費用や他会計への繰出が減ったことにより、

前年度と比較して４，７６０万円余りの予算減となります。 
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歳入の款１負担金は８，３３４万９千円で、説明欄の会員負担金は、４行目の

被保険者割で被保険者数を１万人減の２４万６千人と見込んでいます。款２国庫

支出金は、保険運営安定化対策事業補助金など合計で８５８万６千円を見込みま

す。款５繰入金は５，５５６万４千円で、項１特別会計繰入金では、一般会計で

管理する退職給付引当資産、会館の維持管理や人件費などに充てるため、それぞ

れの特別会計から応分の繰り入れを行うことといたします。款７諸収入は５９０

万７千円で、主に目４の物資斡旋受入金は、保険者向けの書籍や被保険者証のビ

ニールカバー等を斡旋した受入金で、同額を業者に支払います。 

歳出ですが、款２総務費は７，８７１万１千円で、目１の役員費をはじめ、目

２一般管理費では職員や再任用職員等の人件費、目４財産管理費では、会館に係

る財産管理費を計上しています。款３事業費は４，０７２万８千円で、大きなと

ころでは、目６保健事業費で、説明欄に記載のとおり保健師の人件費をはじめ、

在宅保健師の会の活動経費やＫＤＢシステムの運用経費等を計上しています。元

年度にＫＤＢシステムの機器更改を終えたことにより、２，３２０万円余りの予

算減となっています。款４積立金は３，４７６万６千円で、目１退職給付引当資

産で２，２４６万４千円を、目２減価償却引当資産で１，２３０万１千円を積み

立ていたします。款６諸支出金は１，０６７万２千円で、主なものは目１中央会

負担金で、説明欄に記載のとおり、一般会費やＫＤＢなどの保健事業等保険者支

援負担金などです。 

 

議案第１２号 診療報酬審査支払特別会計財政調整基金積立資産の処分について 

連合会が積立資産として認められるもののうち、手数料の１０％を上限に認め

られている財政調整基金積立資産と、手数料の３０％を上限に認められているＩ

ＣＴ等の積立資産については、年度末の決算見込みで、その範囲なのかどうかを

確認して、それぞれの上限内に積み立てをし直すという洗い替えという行為が必

要となります。そのための取り崩しで、令和元年度に積み立てました積立金額の

全額５千万円を処分し、令和２年度業務勘定へ繰り入れいたします。 

 

議案第１３号 診療報酬審査支払特別会計減価償却引当資産の処分について 

オンライン請求システム等機器の入れ替えに伴い、積立金額４億２，６８６万

２，２５１円のうち、３，６４４万５千円を限度として処分し、令和２年度業務

勘定へ繰り入れいたします。 

 

議案第１４号 診療報酬審査支払特別会計ＩＣＴ等を活用した審査支払業務等       

の高度化・効率化のための積立資産の処分について 

洗い替えのための取り崩しです。 
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議案第１５号 令和２年度診療報酬審査支払特別会計予算について 

この会計には、審査支払事業の経費を賄う業務勘定のほか、記載の４つの支払

勘定があります。説明につきましては、業務勘定のみ事項別明細書でさせていた

だき、保険者等から資金を受け入れて医療機関等に支払をします支払勘定の説明

は省略させていただきます。他の特別会計も同様にさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

業務勘定の予算総額は、７億７１２万２千円で、オンライン請求システムなど

の基幹系システムや電子帳票システムの機器更改などにより、前年度と比較して

約１，２００万円増となります。診療報酬支払勘定は８４５億７千万１千円で、

被保険者数の減により、１１億円余りの減、公費負担医療に関する診療報酬支払

勘定は前年度と同額の３７億６，１９２万４千円、出産育児一時金等に関する支

払勘定は４億２，００８万５千円で、約４，８７０万円減、抗体検査等費用に関

する支払勘定は、１億２，３５０万２千円といたします。それでは、業務勘定の

事項別明細書をお願いいたします。 

歳入ですが、款１手数料は５億７，２２５万７千円で、国保診療報酬審査支払

手数料、国保被保険者に係る公費の手数料並びに共同処理手数料の計２４種類と、

出産育児一時金の支払と風しん対策の事務費となります。手数料全体で、前年度

と比較して８７０万円余りの増となっております。目１国保診療報酬審査支払手

数料は２億３，８９７万１千円で、被保険者数の減少に伴い取扱件数の減少が見

込まれますが、消費税率の引き上げによる単価の変更により、前年度と比較して

１３０万円余りの増を見込んでいます。款４繰入金は８，６４４万７千円で、項

２積立金繰入金で資産取り崩し分を繰り入れいたします。 

歳出では、款１総務費は４億４，３８６万１千円で、審査支払業務や共同処理

業務に要する経費となります。人件費や電算処理の委託料等が主なものですが、

オンライン請求システムやデータ集配信システムの導入費用により、前年度と比

較して２，３００万円余りの増となります。款２審査委員会費は２，７７５万８

千円で、審査委員会委員の報酬や開催経費などとなります。経費は後期高齢者業

務勘定と按分しています。款５積立金は１億６，０１２万１千円で、洗い替えや

減価償却引当資産の積み立てです。款７諸支出金は５，０７９万円で、目３他会

計繰出金では、一般会計へ１，４７９万円を繰り出しいたします。 

 

議案第１６号 後期高齢者医療事業関係業務特別会計財政調整基金積立資産の処 

分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第１７号 後期高齢者医療事業関係業務特別会計減価償却引当資産の処分

に 

ついて 
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オンライン請求システム等機器購入に伴い、積立金額１億７，３９７万

１，８８２円のうち、３，８１０万５千円を限度として処分し、令和２年度業務

勘定へ繰り入れいたします。 

 

議案第１８号 後期高齢者医療事業関係業務特別会計ＩＣＴ等を活用した審査

支 

払業務等の高度化・効率化のための積立資産の処分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第１９号 令和２年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計予算について 

後期高齢者医療の特別会計につきましても、国保の特別会計と同様に業務勘定

と記載の２つの支払勘定があります。業務勘定の予算総額は７億４，３５１万１

千円で、元年度に後期請求システムに係る機器更改を終えたことにより、前年度

と比較して１億円余りの減、診療報酬支払勘定は１，５７６億９，２００万２千

円で、被保険者数の増により８５億円余りの増、公費負担医療に関する診療報酬

支払勘定は１２億１，３２４万５千円で、４，２００万円余りの増を見込んでい

ます。後期高齢者業務勘定について事項別明細書で説明いたします。 

歳入の款１手数料は６億１，１１４万１千円で、後期高齢者の審査支払手数料

をはじめ１９種類となります。目１診療報酬審査支払手数料は３億３，８６４万

９千円で、被保険者の増加に伴う処理件数の伸びを見込み、前年度と比較して

１，４００万円余りの増を見込んでいます。目１９代行処理手数料も同様に

９６０万円余りの増を見込んでいます。 

歳出の款１総務費は５億４，５８３万３千円で、人件費や電算処理業務委託料

等が主なものとなります。款２審査委員会費は３，４７０万円で、国保と按分し

ていますが比率の見直しにより、後期の負担を多く見直しました。款５積立金は

１億１，０８７万３千円で、洗い替えのほか目２減価償却引当資産に４，６８７

万２千円を積み立ていたします。款７諸支出金では、２，８２０万６千円を一般

会計へ繰り出します。  

 

議案第２０号 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計財政調整基金積立資 

産の処分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第２１号 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計ＩＣＴ等を活用した 

審査支払業務等の高度化・効率化のための積立資産の処分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第２２号 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計予算について 



 15 

予算の総額を、業務勘定は４，２７３万４千円、特定健康診査・特定保健指導

等支払勘定は６億４，５００万２千円で、受診件数の伸びと消費税の影響を考慮

し、３，８５０万円の増、後期高齢者健康診査支払勘定は３億８千万２千円で、

被保険者数の増加による受診者数の伸びと消費税率の見直しによる影響を考慮し、

１億２千万円の増を見込みます。特定健康診査等業務勘定について事項別明細書

で説明いたします。 

歳入の款１手数料は３，４２５万９千円で、目２後期高齢者健康診査手数料

は、被保険者数の増加に伴う件数の伸びを見込んで１，６３１万６千円で、 

２３０万円余りの増を見込んでいます。 

歳出の款１総務費は１，７０７万３千円で、人件費のほか、システムの運用に

係る委託料が主なものです。システム機器更改を終えたことにより、前年度との

比較で３，７００万円余りの予算減となります。款２積立金は洗い替えのほか、

減価償却引当資産などで１，４４９万円を積み立ていたします。 

 

議案第２３号 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計について 

予算の総額を３億８，１５５万円といたします。前年度と比較して約

１，８００万円の減となります。 

歳入の款１損害賠償金受入金は３億５千万円で、自動ブレーキなど自動車性能

の向上により、事故件数の減少や負傷程度の軽症化の傾向が見られることから、

前年度と比較して１，７４０万円の予算減としています。歳出の支出金も同額で

す。款２手数料は３，０６８万２千円で、収納額割は減少を見込みますが、新た

に導入する被保険者割で７７５万円余りの収入を見込み、前年度と比較して約

６９７万円の増としております。 

歳出の款１総務費は２，９７３万６千円で、人件費やシステムの運用経費が主

なものとなります。 

 

議案第２４号 介護保険事業関係業務特別会計財政調整基金積立資産の処分に 

ついて 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第２５号 介護保険事業関係業務特別会計ＩＣＴ等を活用した審査支払業務 

等の高度化・効率化のための積立資産の処分について 

洗い替えための取り崩しです。 

 

議案第２６号 令和２年度介護保険事業関係業務特別会計予算について 

予算の総額を、業務勘定は２億９，５４５万１千円、介護給付費等支払勘定は

１，０２９億８，４００万５千円で、３億円の減、公費負担医療等に関する報酬

等支払勘定は１０億５，８０６万６千円で、前年度と同額といたします。介護保
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険業務勘定の事項別明細書をお願いいたします。 

歳入の款１手数料は１億３，０１１万３千円で、１５種類の審査支払手数料の

ほか、共同処理手数料と特別徴収経由機関業務手数料があります。款４負担金は

９１８万円で、前年度と同額といたします。款５主治医意見書料等受入金は１億

２，１９９万１千円で、歳出で同額を医療機関等に支払います。 

歳出の款１総務費は８，９７９万７千円で、人件費とシステム運用経費が主な

ものになります。 

 

議案第２７号 障害者総合支援法関係業務等特別会計財政調整基金積立資産の処 

分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第２８号 障害者総合支援法関係業務等特別会計ＩＣＴ等を活用した審査支 

払業務等の高度化・効率化のための積立資産の処分について 

洗い替えのための取り崩しです。 

 

議案第２９号 令和２年度障害者総合支援法関係業務等特別会計予算について 

予算の総額を、業務勘定は５，７４６万６千円、障害介護給付費支払勘定は、

約１５億円増の２３４億５，３５２万２千円、障害児給付費支払勘定は、約７億

円増の４６億３，９１９万２千円といたします。障害者総合支援業務勘定の事項

別明細書をお願いいたします。 

歳入の款１手数料は４，５７９万３千円で、項１の障害介護給付費等審査支払

手数料は、障害介護給付費及び障害児給付費の審査支払手数料と共同処理事務手

数料の３種類で、約４，２９８万５千円を見込みます。 

歳出ですが、款１総務費は３，０３５万８千円で、人件費とシステム運用にか

かる経費が主なものです。款２国保中央会負担金は共同受付システム等負担金な

どで、１，２８２万８千円を計上します。 

 

議案第３０号 令和２年度一般会計及び特別会計一時借入金について 

総額は前年度と同額の４１億８，８００万円、借入金額、借入方法、借入利率

及び償還方法についても変更ないことで、借入先である指定金融機関の紀陽銀行

と調整済みとなっています。以上で説明を終わります。 

 

議長 

議案第９号から議案第３０号までについて説明いたしましたが、何かご意見、 

ご質問等ございませんか。   

 

一同 
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（質問等なし） 

 

議長 

ないようでございますので、議案第９号から議案第３０号までについて原案の

とおり可決することにご異議ございませんか。 

一同 

（異議なし） 

 

議長 

議案第９号から議案第３０号までは、原案のとおり可決いたしました。 

次に、議案第３１号「役員改選について」を議題とし、事務局から説明いたし

ます。 

 

事務局 

議案第３１号役員改選についてですが、令和２年２月２９日に現役員の任期が 

満了いたします。次期役員の候補者については、役員選任に関する内規にのっと 

り、県、市長会、町村会、国保組合、理事会から役員候補者の推薦をいただいて 

おり、議案書と一緒に送付させていただきました役員候補者名簿のとおりとなっ 

ております。 

本会規約で役員は、総会において選任すると定められておりますので、選任方 

よろしくお願いいたします。 

なお、新役員の任期は、令和２年３月１日から令和４年２月２８日までの２年

間となります。以上でございます。 

 

議長 

ただ今、議案第３１号「役員改選について」の説明がございましたが、「役員

候補者名簿」のとおり選任することに、ご異議ございませんか。 

 

一同 

（異議なし） 

 

議長 

ないようでございますので、理事及び監事につきまして「役員候補者名簿」の 

とおり選任し、令和２年３月 1 日より就任願うことに決定いたしました。 

以上をもちまして、本日の議案審議は、すべて終了いたしましたが、折角の機

会でございますので何かございませんか。 

 

一同 
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（特になし） 

 

議長 

ないようでございますので、以上をもちまして閉会といたします。 

 

 

理事長 

本日は、会員の皆様方には、大変お忙しいところご出席をいただき、ご審議を 

賜りまして、誠にありがとうございました。 

予定いたしておりました議案につきましては、全て原案どおりご承認いただき 

ましたことに、厚くお礼申し上げます。 

時節柄、皆様方には、健康に充分ご留意いただき、一層のご活躍をお祈り申し 

上げまして、閉会の言葉に代えさせていただきます。 

本日は、どうもありがとうございました。 

 

 

（時：午後２時４４分） 
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以上、令和２年第１回通常総会の議事録は、事実と相違ないことを証明い

たします。 

 

 

議事録署名人 

 

 

議 長                         印 

 


